
患 者 さ ん と 病 院 と
地 域 を つ な ぐ 広 報 誌
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金沢医科大学氷見市民病院のホームページ
http://www.kanazawa-med.ac.jp/~himi/

病
院
の
理
念

私たちは「生命の畏敬」を医療活動の原点として
次のような病院を目指します。
● 医療人としての研鑽に励み、患者さん中心の医療を実践します。

● 住民の健康と生命を守る中核病院として、安全で質の高い医療を提供します。

● 地域の医療機関と協力し、地域の医療福祉の向上に貢献します。

● 将来の地域医療の担い手となる有能な医療人を育成します。

金沢医科大学氷見市民病院

金沢医科大学氷見市民病院

常
とこにじ

虹の滝（富山市）
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１
月
1
日
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
石
川
県

穴
水
町
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
、
当
院
で
災

害
派
遣
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
５
月
21
日
に
公

立
穴
水
総
合
病
院
を
訪
問
し
、
穴
水
町
仮
設

住
宅（
川
島
第
２
団
地
Ｄ
）に
お
い
て
、
避
難

者
の
方
へ
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
派

遣
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
伊
藤　

透

病
院
長
を
は
じ
め
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
事
務
員
、
運
転
手
を

含
め
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
仮
設
住
宅
を
４
か
所
個
別
訪
問

し
、
避
難
者
の
方
の
悩
み
を
聞
き
な
が
ら
健

康
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
仮

設
住
宅
内
に
あ
る
集
会
所
に
約
15
名
の
避
難

者
が
集
ま
り
、
胸
部
心
臓
血
管
外
科
の
小
畑

貴
司
医
師
か
ら
、「
生
活
不
活
発
病
の
予
防
」

と
題
し
た
講
演
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

の
藤
井
智
子
副
技
師
長
か
ら
、「
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
防
体
操
」
と
題
し
た
体

操
指
導
、
谷
畑
祐
子
感
染
管
理
認
定
看
護
師

か
ら
、
手
指
衛
生
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

　

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
に
よ
り
生
活
環
境
が

大
き
く
変
化
し
、
周
囲
の
人
と
の
交
流
や
体

を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
避
難
者

の
方
々
へ
、
で
き
る
限
り
運
動
や
周
囲
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
事
を
心
が
け
、

健
康
維
持
に
努
め
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

今
回
の
災
害
派
遣
活
動
の
経
験
を
活
か
し
、

今
後
も
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
立
穴
水
総
合
病
院
へ
の
災
害
派
遣
活
動

災害派遣チームと公立穴水総合病院 島中病院長（前列左から 2 人目）

仮設住宅の訪問
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新ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

�
の
紹
介

　

今
年
度
か
ら
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

新
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
金
沢
医
科
大

学
病
院
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て

お
り
、
金
沢
医
科
大
学
の
職
員
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
業
務
に
励
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
看
護
師
と
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、

一
足
早
く
数
年
前
に
金
沢
医
科
大
学
病

院
と
同
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
職
種
に
つ
い
て
も
今
回
変

更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
各
職
種
で
い
ろ
い
ろ
な

デ
ザ
イ
ン
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
統
一
感
を
持
た
せ
る

た
め
、
医
療
技
術
職
の
複
数
職
種
で
同

じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
着
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
袖
口
に
つ
い
て
い
る
金
沢

医
科
大
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
ワ
ッ
ペ

ン
に
は
、
部
署
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
も
部
署
の
区
別

で
き
る
よ
う
な
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
つ
つ

み
、
職
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
「
安

全
で
質
の
高
い
医
療
」
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
22
日
に
、
今
年
度
第
１
回
目
と
な

る
市
民
公
開
講
座
を
氷
見
市
芸
術
文
化
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
腎
臓
を
守

ろ
う
！
～
薬
を
適
切
に
飲
め
て
い
ま
す

か
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
腎
臓
内
科
の
原
口

貴
敏
医
師
と
薬
剤
部
の
須
田
真
弘
薬
剤
師

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
観
点
か
ら

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
原
口
医
師
が
「
慢
性
腎
臓

病
を
知
ろ
う
」
と
題
し
、
腎
臓
の
働
き
を

説
明
し
た
後
、
慢
性
腎
臓
病
は
徐
々
に
進

行
す
る
病
気
で
、
一
度
悪
化
し
た
腎
機
能
を

元
に
戻
す
方
法
は
な
い
た
め
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
切
で
あ
り
、
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
解

説
し
ま
し
た
。
続
い
て
、須
田
薬
剤
師
が「
薬

を
正
し
く
飲
め
て
い
ま
す
か
？
」
と
題
し
、

薬
が
体
の
中
を
巡
る
流
れ
を
説
明
し
た
後
、

薬
の
血
中
濃
度
が
低
い
と
薬
の
効
果
が
十

分
に
表
れ
ず
、
高
す
ぎ
る
と
副
作
用
が
出

や
す
く
な
る
た
め
、
指
示
さ
れ
た
用
法
や

用
量
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
み
忘
れ
を
防

ぐ
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
一
包
化
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
９
月
14
日
に
「
第
２
回
市

民
公
開
講
座
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、「
糖
尿
病
教
室
」
や
「
夏
休
み
親
子
ふ

れ
あ
い
医
療
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
市

民
の
皆
様
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
公
開
講
座

令
和
６
年
度

第１回

ソーシャルワーカー医療技術職（統一） 管理栄養士 歯科衛生士部署名ワッペン

02 かけはし 氷見  2024・夏号Vol.60

新ユニフォーム導入の紹介・令和６年度 第１回市民公開講座



日
下
　
一
也

KUSAKA
KAZUYA

消
化
器
内
科 

講
師

病
院
長
の
伊
藤
教
授
、
消
化
器
内
科
科
長
の

浦
島
教
授
を
は
じ
め
、
現
在
当
院
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
多
く
の
先
生
方
に
厳
し
く
も
温
か

く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

私
は
ず
っ
と
急
性
期
病
院
に
勤
務
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
看
取
り
を
含
め
た
24
時

間
対
応
の
在
宅
医
療
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
中
に

も
、
検
査
や
治
療
を
受
け
ら
れ
た
後
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
の
元
で
治
療
を
継
続
さ
れ
る

方
も
多
く
、
急
性
期
病
院
と
在
宅
医
療
で
の

経
験
が
、
氷
見
市
に
お
い
て
病
診
連
携
の
一

助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
で
は
、
消
化
管
お
よ
び
肝
胆

膵
と
消
化
器
病
全
般
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
胃
お
よ
び
大
腸
内
視
鏡
で
は
高
画
質
な

画
像
強
調
処
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
拡
大
内
視

鏡
で
の
観
察
を
標
準
的
に
行
い
、
苦
痛
の
軽

減
が
特
徴
で
あ
る
経
鼻
内
視
鏡
も
導
入
し
て

い
ま
す
。
金
沢
医
科
大
学
病
院
と
連
携
し
、

超
音
波
内
視
鏡
に
よ
る
胃
・
大
腸
・
胆
道
・
膵

疾
患
の
精
査
、
食
道
上
皮
内
癌
・
早
期
胃
癌
・

早
期
大
腸
癌
の
内
視
鏡
的
治
療
も
施
行
し
て

お
り
、
当
院
開
設
以
来
数
多
く
の
治
療
実
績

が
あ
り
ま
す
。
総
胆
管
結
石
に
対
す
る
内
視

鏡
的
除
去
な
ど
胆
道
・
膵
疾
患
に
つ
い
て
も

内
視
鏡
診
断
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
化
器
系
腫
瘍
の
治
療
、
特
に
化
学
療
法
で

は
新
規
の
分
子
標
的
薬
や
免
疫
療
法
が
登
場

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
科
で
も
こ
れ
ら
の

新
し
い
治
療
を
視
野
に
入
れ
診
療
を
行
う
と

共
に
、
消
化
器
外
科
や
放
射
線
科
と
も
連
携

し
て
集
学
的
な
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
氷
見
市
の
地
域
医
療
に
少
し
で
も

貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
氷
見
で

の
治
療
を
希
望
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は

最
善
の
医
療
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

年
４
月
に
消
化
器
内
科
に
赴
任
し
ま

し
た
日
下
一
也
で
す
。
富
山
市
出
身

で
、
こ
の
た
び
氷
見
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。

　

20
～
30
代
の
頃
に
金
沢
医
科
大
学
病
院
の

消
化
器
内
科
、
総
合
診
療
科
で
勤
務
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
、
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な

か
っ
た
当
時
、
当
院
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
神
田
教
授
や

▼

今
日く
さ

下か

先
生
の

�
診
察
室
か
ら

日 下  一 也 ★ 略 歴
【学歴・職歴】

1993年　秋田大学医学部卒業
1993年　秋田大学医学部附属病院　放射線科
1994年　市立秋田総合病院　放射線科
1996年　秋田赤十字病院　放射線科
1996年　金沢医科大学病院　消化器内科
2002年　金沢医科大学病院　総合診療科
2006年　医療法人ホスピィー　浦田クリニック、うらた病院
2010年　金沢医科大学医学部非常勤講師（2017年３月まで）
2024年　金沢医科大学氷見市民病院　消化器内科　内視鏡センター

【資格等】
博士（医学）
日本内科学会総合内科専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
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診
療
コ
ラ
ム

　

感
染
対
策
室
は
『
病
院
感
染
に
関

す
る
問
題
を
迅
速
に
解
決
す
る
よ
う

現
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
患
者
及
び
訪

問
者
、
医
療
者
の
安
全
を
確
保
す
る
』

た
め
、2012

年
６
月
医
療
安
全
対
策

部
内
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員
、
事
務

員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
策

室
の
主
な
活
動
と
し
て
は
２
つ
あ
り
、

１
つ
は
感
染
対
策
チ
ー
ム（ICT

）に
よ

る
週
１
回
の
院
内
感
染
対
策
の
実
施

状
況
確
認
や
感
染
発
生
状
況
の
調
査

と
分
析
及
び
状
況
に
応
じ
た
介
入
と

指
導
で
あ
り
、
も
う
１
つ
は
抗
菌
薬

適
正
使
用
チ
ー
ム（AST

）に
よ
る
細
菌

培
養
結
果
や
指
定
抗
菌
薬
の
使
用
状

況
の
確
認
と
適
正
な
抗
菌
薬
使
用
の

推
進
で
す
。
さ
ら
に
、
地
域
連
携
業

務
と
し
て
年
４
回
氷
見
市
の
医
療
機

関
や
介
護
施
設
と
の
感
染
に
関
連
す

る
検
討
会
の
実
施
や
意
見
交
換
、
県

内
の
他
病
院
のICT

や
私
立
医
科
大

学
分
院
と
の
相
互
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
る

院
内
感
染
対
策
の
評
価
・
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
３
年
ほ
ど
はCO

VID
-19

対
策

に
追
わ
れ
多
忙
な
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
多
職
種
で
連
携
し
な
が
ら
乗
り

越
え
、
院
内
で
一
番
仲
の
良
い
チ
ー

ム
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
対
策
防
止
に
一
番
効
果
的
な

の
は
手
指
衛
生
で
す
。
皆
さ
ん
、
手

洗
い
の
５
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
思
い

出
し
、
必
要
な
場
面
で
手
洗
い
を
実

施
し
て
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

病
院
を
支
え
る
各
部
門
を
ご
紹
介

感染対策室のメンバー

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
ご
自
身
や
ご
家
族

が
病
気
に
な
ら
れ
た
と
き
、
誰
も
が
不
安

に
な
り
ま
す
よ
ね
。
病
気
や
入
院
生
活
に

対
す
る
不
安
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
・
・
」
そ
ん
な

時
は
当
院
の
「
患
者
相
談
支
援
窓
口
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
病
気
や
医
療
福
祉
制

度
の
手
続
き
・
診
療
費
に
関
す
る
相
談
、
診

療
情
報
開
示
や
個
人
情
報
保
護
な
ど
医
療

安
全
に
関
す
る
相
談
、
感
染
対
策
に
関
す

る
相
談
、
お
薬
に
関
す
る
こ
と
や
栄
養
・
食

事
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
や
疑
問
に
、
相
談
員
が
対
応
し
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
応
時
間
は
、
平
日（
月
～
金
曜
日
） 

８
：
45
～
17
：
00
、
土
曜
日
は
８
：
45
～
12
：
45

で
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

感
染
対
策
室

患
者
相
談
支
援
窓
口
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第
24
回
富
山
県
公
的
病
院
医
療
安
全
研
究
大
会

日
程　

令
和
6
年
６
月
29
日（
土
）

　
　
　

黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー 

コ
ラ
ー
レ

　

6
月
29
日
に
「
第
24
回
富
山
県
公
的
病
院
医
療
安
全
研
究
大

会
」
が
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー 

コ
ラ
ー
レ
に
て
、
富
山
県

公
的
病
院
長
協
議
会
の
主
催
、
富
山
県
医
師
会
、
黒
部
市
の
後

援
の
も
と
開
催
さ
れ
、
一
般
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
後
に
特

別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
か
ら
は
、
一
般
演
題
に
お
い
て
、M

E

部
の
棚
辺　

凌
臨

床
工
学
技
士
が
「
災
害
に
よ
る
透
析
へ
の
影
響
か
ら
見
え
て
き

た
今
後
の
課
題
」
と
題
し
、
能
登
半
島
地
震
の
際
に
血
液
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
透
析
治
療
と
対
応
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

松
村
由
美

医
療
安
全
管
理
部
教
授
か
ら
、「
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
再
考
：
有
効

な
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
に
」
と
題
し
、
医
療
者
に
と
っ

て
必
須
と
な
る
確
認
行
動
の
原
則
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
理
論

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
医
療
者

の
多
く
が
再
発
防
止
策
と
し
て
有
効
と
考
え
て
い
る
が
、
確
認

を
多
重
化
し
て
も
依
存
が
高
ま
り
精
度
が
下
が
る
こ
と
や
、
複

数
人
の
チ
ェ
ッ
ク
は
作
業
効
率
が
上
が
ら
ず
、
エ
ラ
ー
検
出
率

の
低
下
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
を
絞
り
、

ひ
と
り
で
確
認
す
る
方
法

を
取
る
発
想
の
転
換
を
提

唱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

確
認
行
動
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
捉
え
、

専
門
家
と
し
て
理
論
を
整

理
し
て
意
識
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
解
説
さ
れ
ま
し

た
。
全
会
を
通
し
て
活
発

な
質
疑
が
な
さ
れ
、
盛
会

裡
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

第
１
４
８
回
日
本
循
環
器
学
会
北
陸
地
方
会

日
程　

令
和
6
年
6
月
22
日（
土
）

　
　
　

氷
見
市
芸
術
文
化
館

　

6
月
22
日
に
氷
見
市
芸
術
文
化
館
に
お
い
て
、
第
１
４
８

回
日
本
循
環
器
学
会
北
陸
地
方
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
会
は
当
院
循
環
器
内
科
の
福
田
昭
宏
教
授
が

会
長
を
務
め
、
福
田
教
授
の
強
い
希
望
に
よ
り
、
氷
見
市

で
の
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
氷
見
市
芸
術
文
化
館
の
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
、
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
、
交
流
室
に
お
い
て
教

育
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
、
一
般
演
題
発
表
な
ど
多
く
の
学
術

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
北
陸
内
の
多
く
の
病

院
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
医
師
お
よ
び
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
多
く
の
演
題
発
表
が
行
わ
れ
、
演
者

の
熱
心
な
発
表
に
加
え
て
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
多
く

挙
が
り
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は
、

循
環
器
内
科
の
黒
木
健
伍
医
師
、
初
期
臨
床
研
修
医
の
桶

家
由
樹
子
医
師
が
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
に
際
し
て
は
、

氷
見
市
で
の
開
催
は
初

の
試
み
と
あ
っ
て
、
ス

タ
ッ
フ
の
運
営
に
不
慣

れ
な
点
も
多
く
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
打
合

せ
を
重
ね
入
念
な
準
備

を
行
い
、
無
事
盛
会
の

う
ち
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
会

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
に
学
ぶ
『
14
歳
の
挑
戦
』

期
間
：
令
和
6
年
7
月
1
日（
月
）～
7
月
5
日（
金
）

　

7
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
５
日
間
、
北
部
中

学
校
と
南
部
中
学
校
の
２
年
生
合
わ
せ
て
５
名
が

当
院
で
の
職
場
体
験
に
参
加
し
、
各
部
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
業
務
に
つ
い

て
学
び
、
体
験
し
ま
し
た
。
活
動
中
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
や
質
問
を
す

る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
医
療
職
に
就
く
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
生
徒
が
多
く
、
普
段
な
か
な
か
立
ち
入
る
機

会
の
な
い
医
療
現
場
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
で
、
医

療
職
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
た
様
子
が
日
々

の
活
動
日
誌
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
体
験

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
病
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
視
野

が
広
が
っ
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
５
日
間
と
い

う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
５
名
の
今
後

の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
職
員
一
同
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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〈作り方〉
❶  お湯に鶏がらスープの素を溶かし、（Ａ）を入れて混ぜ、冷蔵庫で冷やしておく。
❷  鍋にお湯を沸騰させ、豚をしゃぶしゃぶし、火が通ったら水で冷やす。
❸  鍋にお湯を沸かし、うどんを茹でて冷水で冷やす。
❹  器にうどんを盛り、１をかける。
❺  適当な大きさにちぎったレタス、２の豚肉、かいわれ大根、スライスしたレモ

ンをのせて、ごま油を回しかけ、コショウをふって完成です。

塩レモンの冷しゃぶうどん

〈材 料〉 １人分
うどん １玉
豚肉（しゃぶしゃぶ用） 70g
レタス １～２枚
レモン ５枚（スライス）
かいわれ大根 適量

ごま油 適量
黒こしょう 少量
お湯 100ml
鶏がらスープの素 小さじ１/ ２

（A） 塩麴 小さじ２
レモン汁 小さじ２

管理栄養士のヘルシーレシピ 食欲が落ちる夏でも、さっぱりと食べられる夏バテ防止
レシピをご紹介します。

病院からのお知らせ掲示板

栄養量
エネルギー557kcal
たんぱく質 19.3g　塩分 2.3g

医師異動・着任のお知らせ（整形外科）
　整形外科に、７月１日付で畠中医師、8月1日付で北島医師が着任しました。
　常勤医師４名体制で、今後も患者さんに寄り添った質の高い医療を提供できるよう努めてまいります。よろしくお願いします。

佐々本丈嗣　医師（６月30日付）
山口　舜也　医師（６月30日付）

北
きた

島
じま

　宏
ひろ

矩
のり

 医師 畠
はたけ

中
なか

　千
ち

枝
え

 医師

【外来診療担当表】（８月１日〜）
月 火 水 木 金 土

午前

1診 北島 北島（初診） 北島 畠中（初診）北島（初診）
第1～4週
交替

※第5週休診

2診 清水（初診） 清水 清水 清水 畠中
3診 廣村 畠中 廣村（初診） 廣村 廣村
4診 畠中

午後 手術 手術 手術 手術 手術

【着任】

【退任】

ヘリカル CT 肺がん検診のお知らせ  －今年から当院でも受けられるようになりました－

令和６年度第２回　市民公開講座のご案内
　市民の皆さんの健康増進に役立てていただくことを目的に、当院の医師らが、病気や医療についてわかりや
すくお話します。ぜひご参加ください。
■日　時　令和６年９月14日（土）　13：30 ～ 16：00（受付12：45 ～）
■会　場　氷見市芸術文化館　ホール
■申込方法　メール・郵送　※氏名、年齢、住所、電話番号を記載し、下記宛てに
　　　　　　　　　　　　送付してください。
　　　　　（郵　送）〒935-8531富山県氷見市鞍川1130
　　　　　　　　　金沢医科大学氷見市民病院　総務課　宛
　　　　　（メール）kh-soumu@kanazawa-med.ac.jp
■申込〆切　令和６年９月６日（金）
■問合せ　総務課　☎0766-74-1900（内線2024）

メインテーマ
『専門医に学ぶ身近な病気のはなし』

座　長　耳鼻いんこう科　科長　坪田　雅仁　医師
講演①　演題「エコノミークラス症候群を防ぐには」
　　　　講師　胸部心臓血管外科　科長
 小畑　貴司　医師
講演②　演題　「誤嚥性肺炎について」
　　　　講師　呼吸器内科 山田　真也　医師

参加
無料

　当院では、令和６年度から、肺がん検診においてヘリカルCTによる検査を実施しています。
　ヘリカルCTは、立体的に肺の内部を撮影し、細かい気管支や血管を鮮明に映し出すことができるため、胸部X線では見つ
けにくい病巣や、直径１㎝以下の小さな陰影まで確認できることが期待され、肺がんの早期発見にきわめて有効です。
　喫煙歴がある方、家族に喫煙者がいる方、咳・痰などの症状がある方には、ぜひお勧めしたい検査です。この機会に、 
ぜひ肺がん検診を受けましょう。　　※ ヘリカルCT肺がん検診を受けられる方は胸部レントゲン検査を受けられません。 

また、妊娠中の方やその兆候のある方は検査できません。

■期　間　令和６年７月１日（月）～９月30日（月）　　■費　用　一般　3600円　　節目年齢　3100円
■申込・問合せ先
　健康管理センター　　☎0766-74-1900（内線1800）フリーダイヤル0800-200-5134
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患 者 さ ん の 権 利

当院は医療の中心は患者さんであると認
識し、患者さんには次のような権利がある
ことを宣言します。 

● 安全で良質な医療を公平に受けること
　 ができます。

● 病気や治療内容について、分かりやす
　 い言葉で説明を受け、ご自分の希望や
　 意見を述べることができます。

● ご自分の意思で治療方法や医療機関
　 を選択することができます。

●   診療記録の開示を求めることができ
ます。

●   他の医療機関に受診することを希望
されるときは、必要な情報提供を受け 
ることができます。

●  プライバシーは尊重され、個人情報は
　 厳重に保護されます。

● 臨床研究に関して充分な説明を受け
　 たうえで、その研究に参加するかどう
　 かご自分の意思で決定できます。
　 また、いつでも参加を取り消すことが
　 できます。

● 治療に関する自己決定の参考にして
　   いただくため、セカンドオピニオンを

受けることができます。

患 者 さ ん へ の お 願 い

当院は、地域の中核病院としての社会的
使命を果たすため、様々な医療を提供し
ています。患者さんには、次のことをご理
解いただき適切な医療を行うためご協力
くださいますようお願いいたします。

● 健康状態、その他必要なことを可能な
　 限り正確にお話しください。

● 説明を受けてもよく理解できない場合
　 は納得できるまでお聞きください。

● 治療を受ける場合は、医療スタッフの
　 指示に基づき療養してください。

● 病院のルールを守り、他の患者さんの
　 迷惑にならないようご配慮ください。

●   教育病院として、医師、医学生、看護学
生、医療専門職の学生、救急救命士など
の臨床実習・研修教育を行っておりま
す。厳重な指導のもとに実施しています
ので、ご理解とご協力をお願いします。

病 院 運 営 の 基 本 方 針

患者さん中心の病院運営を行います。

安全で信頼される医療の提供に最善
を尽くします。

患者さん・ご家族への「説明と同意」を
徹底します。

高度医療、質の高いチーム医療を推進
します。

地域の中核医療機関として地域医療
連携・支援を推進します。

良医の育成と医療人の教育・研修を推
進します。

働き甲斐のある健全で活力ある病院
づくりに務めます。

1 .
2 .

3.

4.

5.

6.

7.

■広報誌「かけはし 氷見」の由来
 広報誌が患者さんと病院、地域と病院をつなぐ“かけはし”となることを願って命名されました。

　新型コロナが 5 類に移行して 1 年余りが経過しましたが、感染者がゼロになることはなく、今
夏も第 11 波により感染者数が増加しました。加えて、溶連菌感染症や手足口病などの感染症も例
年より増加しており、医学生であった 1990 年代に 21 世紀は感染症の時代になると予想していた
ことを思い出す今日この頃です。今年度は例年よりもいろいろな感染症が流行しており心配され
る方もおられると思いますが、必要以上に恐れず、これまで通り手洗い・うがい・手指消毒などを
心がけ、健康管理に留意して日々の生活をお過ごしください。

かけはし夏号編集委員　耳鼻いんこう科　坪田　雅仁

金
沢

医
科

大
学

氷
見

市
民

病
院

　
広

報
誌

か
け

は
し

  氷
見

  2
0

2
4

年
夏

号
 V

ol.6
0

第５３回全国中学校ハンドボール大会
　令和６年８月 19 日から 22 日にかけて、氷見市ふれあいスポーツセンター
及び、氷見市立南部中学校にて「第 53 回全国中学校ハンドボール大会」が
開催されます。
　ハンドボールはめまぐるしく攻守が入れ替わり激しい攻撃や守備でコー
トを走り、流れるような早いパス回しからの空中でのジャンプシュートな
ど連携プレーとスピード感が見どころのスポーツです。
　氷見市は、小・中・高校生はもちろん、保育園や幼稚園児から大人まで、
ハンドボールの競技人口も多く、また「春の全国中学生ハンドボール選手
権大会」いわゆる “ 春中ハンド ” を長年開催するなどハンドボールのまち
でもあります。そのようなハンドボールの聖地ともいうべき場所での開催
となります。
　出場するのは全国９ブロックの各地域予選を勝ち抜いてきた男女各 23
チーム、総勢 46 の強豪チームです。各チームは頂点を目指し、これまでの
練習の成果でぶつかり合う中学生のダイナミックで躍動感溢れる熱戦のプ
レーが楽しみです。

　暑い日が続く中、涼を求めて富山市にある常虹（とこにじ）の滝へ行ってきました。
蛇歯見（じゃばみ）の滝、五色の滝、二筋の夫婦の滝、不動滝の五本からなる細入地区最大の滝
で常虹の滝の名は朝、虹が立つことにちなんでいるそうです。
　滝壺のすぐ脇まで下りることもでき、マイナスイオンをたっぷりと浴びられます。写真は駐
車場からすぐの渓流で、足を浸けて涼みました。
　常虹の滝の近くには、「道の駅細入（林林）」があり、鮎やイワナも食べられるため、合わせ
ておすすめしたいスポットです。

表紙について

氷見市立西條中学校　ハンドボール部　提供

07かけはし 氷見  2024・夏号Vol.60


